詳しい操作方法については、『操作マニュ 
アル』をお読みください。『操作マニュアル』 
を読むには「画面で見るマニュアル」 

(今14ぺージ）をご覧ください。 


ち< じ 

安全上のごを意 


お使いになる前に 

本書について . 

各部の名称と働き . 

準備 . 

はじめて使ラとさ . 

上手にお使いいただくために 

画面で見るマニュアル . 

取り扱いとお手入れ . 

再インストールする . 

困ったとさは 

困ったとさの Q&A . 


ソフトウ I ア使用許諾書 

仕様 . 

保証とアフターサービス 


保証書別添付 このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただを、まことにあ0びとラございます。 

-取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくま全にお使いください。 

-ご使用前に「を全上のごを意」 （2 -已ページ）を必ずお読みください。 

-保証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切にな管してください。 
-製品の品まは、本体底面の品ま表示または「仕様」でご確認<ださい。 



Panasonic 

取扱説明書 

パーソナルコンピューター 


品番 CF - H 9 シリ-ズ 


安全上のご注意 
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上手長使いい雇くために国困ったときは国必要なときに 
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6 7 9 0 
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安全上のご注意 


必ずお守り<ださい 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■ 誤った使い方をしたとさに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


么危険 


「死 t や重傷を負ラおそれび大さい内容」でず。 


A 警告 


「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 


>王胃「軽傷を負ラことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」でず。 


■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 


(S)®® ⑩ 


してはいけない内容でず。 


〇 


実行しなければならない内容でず。 


〔バッテ U 、。ックに関するま意) 


A 危険 


义中に投入したり加熱したり 
しない 


0 

禁止 



発熱•発乂-破裂の原因にな0まず。 


プラス （+) とマイナス（一） 
を金属などで接触させない 


0 


禁止 



発熱•発乂 • 破裂の原因になりまず。 
♦ネックレス、ヘアピンなどと 
いっしょに持ち運んだ0保管し 
た0しないで<ださい。 


付属のバッテリーパックは， 
必ず本機で使用する 


〇 



CF - H 2 シ1」ーズ専用のパ' ッテ U — 
パックでず。 CF - H 2 シ U - ズじ(外 
に使巧ずると、液漏れ•発熱，発火- 
破裂の原因になりまず。 


f ^ A ^のそばゃ炎天下など、高温の 
場所で充電•使用•放置をしない 

综 


0 



禁止 

液漏れ■発熱•発乂-破裂の原因 
になりまず。 

ず、指定のバッテリーパッ 
クを使用ずる 


d 旨定の方法で充電する 


〇 



〇 



指定（付属および指定の別売0商 
品）じ(外のバッテ U —パックを使用 
ずると、発熱•発义-破裂の原因 
になりまず。_ 

劣化した5新品と交換する 


指定のち法で巧電しないと、ミ夜漏れ’ 
発熱•発火-破裂の原因になります。 


クギを刺したり、衝撃を与えた 
り、分辆•改造をしたりしない 


0 


禁止 



液漏れ■発熱•発乂-破裂の原因 
になりまず。 

♦強い衝撃び加わったら、ずぐに 
使用をやめて < ださい。 


〇 



劣化したノ（ッテ U -パックを使用 
し続けると、発熱•発火-破裂の 
原因になりまず。 


安全上のごま意 
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A 警告 


異常-故障時には直ちに使用 
をやめる 


異常び起さた5すぐに電源プラ 
グとバッテリーパックを巧く 


〇 



• 破損した 

• 内部に異物び入った 
-煙び出ている 
. 異臭びずる 
• 異常に熱い 

そのまま使巧すると、火災-感電 
の原因にな0まず。 

♦すぐに本機の電源を切って電源 
プラグを抜を、その後バッテリー 
パックを取り外して、販売店に修 
_理についてご相談ください。_ 

^ンセントや配線器具の定格を 
超える使いちや、交流10 0V 
L ソがでの使用はしない 



禁止 


たこ足配線などで定格を超えると、 
発熱による火災の原因にな0まず。 


解や改造をしない 


分解禁止 


感電や、異物の混入など 
による火災の原因になり 
まず。 


電源コード-電源プラグ- 
AC アダプターを破損するよ 
ラなことはしない 

广傷つけたり、加工したり、熱\ 
器具に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ 
張ったり、重いちのを載せた 
り、束ねたりしない 



禁止 

傷んだまま使用ずると、感電- 
ショート-火災の原因にな0まず。 
♦コードやプラグの修理は、販売 
店にごホ目談ください。 


れた手で電源プラグの巧き\ 
挿しはしない 


電源プラグのほこりなどは定 
期的にとる 


〇 



磯 


めれ手禁止 

感電の原因にな0まず。 



プラグにほこりなどびたまると、 
湿気などで絶縁不良とな0、火災 
の原因にな0まず。 

♦電源プラグを抜さ、乾いた巧で 
ふいて < ださい。 

長期間使用しないとさは、電源 
プラグを抜いて < ださい。 


電源プラグは根元まで確実に 
挿し込む 


〇 



水、湿気、湯気、ほこり、油 
煙などのをい場所で使用ずる 
場合は、コネクターカバーを 
しっかりと閉じる 


〇 


内部に異物び入ると、 
火災-感電の原因になり 
よ9 〇 

♦内部に異物び入った場合は、すぐ 
に電源を切って電源プラグを巧 
定、その後ノ くッテ1」ーパックを巧 
いて、販売店にご相談<ださい。 


挿し込みび不完全でずと、感電や、 
発熱による乂災の原因にな0まず。 
♦傷んだプラグ、ゆるんだコンセ 
ントは使用しないでください。 


雷が鳴り始めた5、本機や 
ケーブルに触れない 



接触禁止 
感電の原因にな0まず。 


時間直接触れて使用しない 


ース端子を電源コンセント) 



に挿し込まない 

本機や AC アダプターの 


乂災、感電の原因になり 

(\)温度の高い部分に圖寺 


まず。 

、ゾ間、離触れていると、 


禁止 な温やけど"1の原因にな 


禁止 

1 りまず。 J 


V J 


血流状態び悪い人（血管障害、血液循環不良、糖尿病、強い圧迫を受けている）や皮膚感覚び弱い人（高齢を） 
などは、低温やけどにな0やずい傾向びあ0まず。 


3 
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安全上のご注意 


必ずお守り<ださい 


A 警告 


航空機内では電源を切る i 


〇 


運航のま全に支障をさた 
ずおそれびありまず。航 
空機内での使用について 
は、航空会社のおおに 
従ってください。 


fi 動ドア、义災報知器などの 
自動制御機器の近くで使用し 
ない 

0 本機からの電波び自動制 
御機器に影響を及ぼずこ 
とびあり、誤動作による 
禁止事故の原因にな0まず。 


院内や医用電気機器のある 
場所では電源を切る 
(フイールドモデルのみ） 


〇 


手術室、集中治療室、 
ccu ^ 3 などには持ち込 
まないでください。本機 
からの電波び医用電気機 
器に影響を及ぼずことび 
あ0、誤動作による事故 
の原因にな0まず。 


fk 療用機器に近づけない" 
(ヘルスケアモデルのみ） 


〇 


手術室、集中治療室、 
CCUX ' 3 などには持ち込 
まないでください。本機 
からの電波び医用電気機 
器に影響を及ぼずことび 
あ0、誤動作による事故 
の原因にな0まず。 


植込み型 f こ、臓ぺースメ ーカー 
の装着部位か5 22 cm む上 
離ず 


〇 


電ぶによりぺースメー 
カーの 作動に影響を与え 
る場合びありまず。 


満員電車の中など混雑した 
場戸斤で I 去、付近に臓ぺース 
メーカーを装着している方び 
いる可能性があるので、電源 
を切る"2 

電波によりぺースメー 
カーの 作動に影響を与え 
る場合びありまず。 


〇 


《2やむをえずこのよラな環境でパソコン本体を使用ずるとさは、無線切り替えユーティ U ティで無線機能をオフに 
してください。ただし、航空機の離着陸時など、無線の電源を切ってちパソコンの使用び禁止されている場合を 
あ0まずので、を意して<ださい。 

《3 CCU とは、冠状動脈疾患監視病室の略称でず。 


安全上のごま意 
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高温環境.低温環境で使用 
ずる場ち、直接触れない 
(フィールドモデルのみ） 


接触禁止 


やけどや低温やけど、 
凍傷の原因|しなること方、 
ありまず。 


不ま定な場所に置かない 


Q バランスびくずれて倒れ 
た0、落下したりして、 
けびの原因になることび 
禁止 ありまず。 


本機の上に重いちのを置かない ' 


Q バランスびくずれて倒れ 
た0、落下した0して、 
けびの原因になることび 
禁止 ありまず。 


flAN コネクターに電話回線^ 

や指定むがのネットワークを 
接続しない 

( LAN 内蔵モデルのみ） 

Q LAN コネクターにじ(下の 
よラなネットワークや回 
線を接続ずると、乂災- 
禁止感電の原因になることび 
ありまず。 

• 1000 BASE - T 、 1 00 BASE - TX . 

1 0 BASE - T 1； (外のネットワーク 
参電話回線 （ IP 電話、一般電話 
回線、内線電話回線（構内交換 
1^機）、デジタル公衆電話など）^ 

<フイールドモデルのみ> 

♦高温環境で継続的に使用ずると製品寿命び短くなります。このよラな環境での使用は避けてください。 

♦高温環境-低温環境で使用する場合、周辺機器の一部は正常に動作しない場合びあります。周辺機器の使用環境条 
件を確認して < ださい。 


A \ ミ主意 





電源プラグを接続したまま 
移動しない 

電源コードび傷つさ、火 
【\)災.感電©原因になるこ 
、ゾとびありまず。 

禁止 

♦電源コードび傷ついた場合は、 
すぐに電源プラグを抜いて販売 
^店にごホ目談ください。 J 


f 電源コードは、プラグ部分を^ 
持って巧く 

電源コードを引っ張ると 
■ ■]- ドび傷コき、火災 • 
感電の原因になることび 
ありまず。 

V ) 


1 時間ごとに 10 〜 1 已分間 
の休憩をとる 

長時間続けて使用ずる 
■ ■ と、目や手などの健康に 
影響を及ぼずことびあ0 

9 〇 

V J 




高ミ品の場所に長時間放置 
しない 

火のそばや炎天下など極端 
|\)に高温になる場所に放置す 
、ゾると、キャビネットび変形 
禁止 したり、内部の部品び故障 
または劣化したりするこ 
とびあります。このよラ 
な状態のまま使用すると、 
ショートや絶縁不良などに 
より火災-感電につなびる 
ことびあります。 


必ず指定の AC アダプターを 
使用する 

指定（付属および指定の 
■ ■ 別売り商品 UU 外の AC 
ァダプターを使用ずる 
と、乂災の原因になるこ 
とびありまず。 

V J 


^AC アダプターに強い衝撃を^ 
加えない 

落とずなどして強い衝 
(\|撃び加ねつた AC アダプ 
ターをそのまま使用ずる 
禁止と、感電•ショート•乂 
災の原因になることびあ 
りまず。 

♦ AC アダプターの修理は、販売店 
にごホ目談ください。 

V J 


触るい 
接ささ 
直でだ 
で、< 
どはて 
な合し 
〇場作 
取る操 
みあで 
読び間 
の要時 
紋必短 
指るけ 

_ J 


安全上のご注意 
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本書について 


本書では名称などをじ(下のよラに表記しまず。 

• •1 ‘リ L ! ルリ化* • は Windows 7を指しまず。 

• • 1 リ1け".化团 A は Windows XP を指しまず。 


■表記 



今： 

む: 


お願い 
お知 5 せ 


ク U ック： 

ちクリック： 


本書内や、パソコン本体に保をされている『操作マニュアル』などの参照先。 

画面で見るマニュアルのこと。 

安全にお使いいただくための情報。 

お使いいただくラえで便利な情報。 

デジタイヴーペンまたは指で画面に触れること。 

デジタイヴーペンまたは指で対象に軸れ続けて、 A リルレ!•化ん 固。し-口がなかわ卜ら 

マウスマークび表おされたら離すこと。または、デジタイヴーペンのボタンを巧しなびら対象に触れる 

こと。 



© (スタート）-[ずべてのプ□グラム]: 


画面上の@ (スタート）をク U ックした後、[すべてのプ□グラム]をク U ックすること。 



[スタート]-[ずべてのプ□グラム]: 


画面上の[スタート]をク U ックした後、[ずべてのプ□グラム]をク U ックずること。 


<夕'！■部キーボードを接続している場合> 

夺* : キーボードの [♦■•] ( Enter ） キーを押ずこと。 

CtM+F7 :キーボードのちな i キーを巧しなびら巧キーを押ずこと。 
♦接続ずるキーボードによって、キーの表示び一部異なる場合びありまず。 


<フラッシュメモリードライブ内蔵モデルの場合> 

本書内の「八ードディスク」および「八ードディスクドライブ」を「フラッシュメモ U —ドライブ」と読み替えてく 
ださい。 


参 「 Windows ® 7 Professional 32ビット正規版 （Service Pack 1適用済み ）（ 日本語版）」と 「 Windows ® 7 
Professional 日4ビット正規版 （Service Pack 1適用済み）（日本語版）」を 「 Windows 」 または 「Windows 
7」と表記しまず。 

• rMicrosoft ® Windows ® XP Tablet PC Edition Service Pack 3 正規版 （ 日本語版）」を 「 Windows 」 または 
[Windows XP 」 と表記しまず。 

参本書はフィールドモデル ( CF - H 2 A シ U - ズ)、ヘルスケアモデル ( CF - H 2 B シ U - ズ）共用でず。共通でない部分 
は、フィールドモデル-ヘルスケアモデルと区別して説明していまず。 

♦本書では、コンピューターの管理ちの権限で□グオンした場合の手順や画面表示で説明していまず。 

♦本書では、工場出荷時の設定状態での操作を説明していまず。 

♦別売品の最新情報については、カタ□グなどをご覧ください。 

♦本書の内容に関しましては、事前の予告なしに変更ずることびあ0まず。 

• 本書の内容の一部またはずベてを無断転載ずることを禁止しまず。 

♦落 T 、 乱 T はお取り換えしまず。 

• 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合びあ0まず。 

参デジタイヴーペン/指を使った入力対象を「画面」と表記ずる場合びありまず。 


■商標 

参 Microsoft とその□コ'、 Windows®、Windows □コ'は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の 
国における登録商標でず。 

♦ Intel、Intel Core は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標でず。 

参 Adobe 、 Adobe □コ '、 Adobe Readers、Adobe Systems Incori 30 rated (アドビシステムズ社）の商標です。 
参 Bluetooth ™ は、その権利ちび所有している商標であり、パナソニック株式会社はライセンスに基づき使用し 
ていまず。 

♦「 FOMA 」 は NTT ドコモの登録商標でず。 

♦その他の製品名は一般に各社の商標または登録商標でず。 
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各部の名称と働き 




A : 己1ボタン 

< RFID リーダー内蔵モデルのみ> 

吟巧!『操作マニュアル 』 「RFID U —ダー」「八ード 
ウェアボタン」 

< Fi 円 D U - ダー非内蔵モデルのみ> 

吟を)『操作マニュアル』 r ハードウェアボタン」 

己：バーコードリーダーボタン*1/己吕ボタン心 
《1バーコードリーダー内蔵モデルのみ 
※吕バーコードリーダー非内蔵モデルのみ 

今を!『操作マニュアル』「バーコード U - ダー」 
「セットアップユーテイ U テイ」 

C : ワイヤレス WAN アンテナ 

<ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ> 

D : LCD 

吟巧)『操作マニュアル』「ペン入力/タッチ入力」 

E : ペンホルダー 
F :スマートカードス□ット 

<スマートカードス□ット内蔵モデルのみ> 

今を『操作マニュアル』「スマートカード」 

G : 己 luetooth アンテナ 

<己 luetooth 内蔵フイールドモデルのみ> 

今を!『操作マニュアル』 「 Bluetooth 」 

H : 指紋センサー 

<指紋センサー内蔵モデルのみ> 

今を!『操作マニュアル』「指紋センサー」 

I :照度センサー 

明るい場所ではバックライトを消し、バッテリーの 
駆動時間び長くなるよラ調整しまず。隠ずと機能し 
ません。 

吟を)『操作マニュアル』「セツトアップユーティ U 
テイ」 


J :状態表示ランプ 

©: 電源状態表示ランプ 

-消好：電源オフまたは化止状態 
-緑点好：電源オン 
• 緑点滅： ‘リ LT".V 化 :ス U —プ 

•，‘り LT ". 化け1 ィ :スタンバイ 
01：バッテリー1状態表示ランプ 

今を!『操作マニユアル』「バッテ U -パック」 
□2: バッテリー2状態表示ランプ 

今を!『操作マこユアル』「バッテ U — パック」 
昌：八ードディスク状態表示ランプ 
RFID : RFID リーダーの状態 

今を)『操作マニュアル 』 「RFID U - ダー」 



K : 電源端子 
L : 電源スイッチ 
M : バッテリー吕ケース 

N : アプリケーシヨンボタン 1- 已 

-► を『操作マニュアル』「八ードウエアボタン」 


0:セキュ U テイボタン 


P : LAN ポート※ 3 /2 nd USB 2.0 ポート※ 4 
《3 LAN 内蔵モデルのみ 
《4 2 nd USB 2.0 ポート内蔵モデルのみ 

Q : シリアルポート 

吟巧!『操作マニュアル』「シ U アルポート」 
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各部の名称と働き 


底側 


A 


己 

C 

D 

E 



F 

G 




I 01 

J 



A : GPS アンテナ 

く GPS 内蔵モデルのみ> 

己：ワイヤレス LAN アンテナ 

くワイヤレス LAN 内蔵モデルのみ> 

今を!『操作マニュアル』「無線 LAN 機能」 

C : RFID リーダー 

<RFID U - ダー内蔵モデルのみ> 

今を『操作マニュアル 』 「RAD U - ダー」 


D ： 拡張バスコネクター 

吟巧!『操作マニュアル』「クレードル」 


E : バーコードリーダー 

<バーコードリーダー内蔵モデルのみ> 

吟を『操作マニュアル』「バーコードリーダー」 


F :バンドストラップ 


G : カメラ 

<カメラ内蔵モデルのみ> 

吟巧!『操作マニュアル』「カメラ」 

H : USB 2.0ポート 

今を『操作マニュアル』 「 USB 機器」 

I :バッテリー1ケース 

くワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ> 
FOMA 力ードス□ット 

バッテ U —]ケースの中にあ0まず。 

J :無線 LAN アンテナ 

<フィールドモデルのみ> 

巧線 LAN アンテナ/己 luetooth アンテナ 
<ヘルスケアモデルのみ> 

今を『操作マニュアル』「無線 LAN 機能」 
「 Bluetooth 」 


お知5せ 


♦本機には、バッテ U —カバー（ち図の〇で囲んだ部分）に磁石 
および磁気製品び使用されていまず。これらの部分に、金属や 
磁気メディア、磁気カードを接触させないよラにしてください。 

くワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ> 

参 IMEKintemational Mobile Equipment Ident け y の略）びバッ 
テ U —]ケースのラベルに表示されていまず。 
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準備 


■準備 


① 付属品を確認ずる。 

万一足りない場合、または購入したをのと異なる場合は、ごホ目談窓口にお確かめください（今 3] ページ）。 

•AC アダプター . 1•電源コード*"1 •バッテリーパック... .2 •ペン用ケーブル . 1 



品番 CF - AA 6373 A 

• 専用巧 . 



(3 ピンタイプ） . 1 



夕 

品き CF - VZSU 己 3 AJS 


デジタイザーペン . 


<フィールドモデルのみ> 品番 CF - VNP 011 AU 
<ヘルスケアモデルのみ> 品ま CF - VNP 016 AU 

(♦巧]『操作マニュアル』「ペン入力/タッチ入力」） 

■取扱説明書（本書）'の . 

. プ□ダクトリカバリー DVD-ROM Windows * 7 Professional SP 1. 

. 保罰 ». 



付属の電源コードは、 CF - AA 日 373 A し义外の製品などに転用しないでください。 28 -j-i 

必ず接地接続を行って<ださい。接地接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行って<ださい。 

また、接地接続をがす場合は、必ず電源プラグを電源から切り離してから行ってください。 31-J-2 

※乙本書しツ外に説明書び付属されている場合は、その説明書ち必ずお読み<ださい。し U 下の手順を行5際に追加の操作び 
必要になる場合びあります。 

⑨ パソコン本体の包装袋①シールをはびず前に、ソフトウエア使用許諾書の内容を確認ずる（吟吕4ぺージ）。 


■バッテリーパックを取り付ける 

本機では2個のバッテ U —パックを使用しまず。 




① バッテリーカバーをスライドして開ける。 


⑨ 左図の向きに、バッテリーパックを奥までしっかりと挿入ずる。 


③ バッテリーカバーを閉じる。 

④ カチッと音びずるまでカバーをスライドずる。 


お願い 


♦バッテリーカバーび □ ックされていないとパソコンは動作しません。カバー 
びきちんと □ックされていることを確認してください。 

♦ラッチび正しくロックされていることを確認してください。ロックされていな 
し VI 犬態でパソコンを持ち運ぶと、バッテリーパックび落ちるおそれびあります。 
♦バッテリーパックとパソコンのコネクター部には触れないでください。コネ 
クターびミちれたり損傷したりずると、接触び悪くなり、バッテ U - やパソコ 
ンび正しく動作しないことびあります。 


⑥ 電源端子のカバーを開け、 AC アダプターを接続ずる。 

自動的にパ' ッテ U —の充電び始ま0まず。 

パソコンをクレードル（別売り）に取り付けて充電ずることをでさまず 
(吟11ページ）。 
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はじめて使 5 とを 


■ 本機の/ K ッテ U —について 

本機では、2個のバッテ U - パックを使用しまず。 

どちらか一方の充電または放電び終わると、自動的に反対側に切り替わりまず。 

♦パソコンをクレードル（別売り： CF - VEBH 21 U ) に接続しているときは、クレードルに電源〕ードを接続ずる 
ことで充電を行えまず。 

♦バッテ U - チヤージヤー(別売り： CF - VCBU ] ] U ) またはクレードル（月 IJ 売り： CF - VEBH 21 U ) をお持ちの 
場合は、どちらかのバッテ U -パックを使用している間に、もう一方のバッテ U - パックを取り外ずことびで 
さまず。 

♦バッテ U —パックの取り付け/取り外しは電源び入った状態でち行えまずび、使用中のバッテ U —パックを間 
違って取り出さないでください。（吟巧)『操作マニュアル』「バッテ U —パック」） 

♦バッテ U —状態表示ランプびホ色に点灯したとさは、早めに充電して<ださい。 

♦バッテ U —残量表示補正について 

バッテ U —容量び大さいため、バッテ U —残量表示補正に時間びかかりまずび、故障ではありません。 

-満充電にかかる時間：約3時間（最大）に個） 

• 完全放電にかかる時間：約4時間 （2 個） 


お知5せ 



•) (ソコンびオフのとさでち、電力を消費します。満充電のバッテ U —の残量びなくなるまでの期間は;欠のとおりです。 
-電源オフの場合：約]0週間_ 

- 1リ"ん1•化…雇 フ11_プ /I 川1ん【,化け.イ;^ スタ V バイの場合 : 約3日間*3 
-イ木止状態の場合：約6日間 
《3 く LAN 内蔵モデルのみ> 

「Wake Up from LAN 機能」を無効に設定ずると、バッテ U - 残量保持期間び少し長くなりまず。また、イ木 
止状態でのノ（ッテ U —残量保持期間び、電源オフ時と同じになりまず。 


■ デジタイザーペンの使い方 



画面タッチ機能を使ラとマウスを使用する感覚で、画面に触れて Windows を操 
作することびでさます。付属のデジタイヴーペンで画面の表面に触れてください。 


ちクリックのしかた 



デジタイザーペンでちク U ックの対象に触れ続け、周りに円び描かれた5離 
す。またはデジタイザーペンのボタンを押しなび5対象に触れる。 



デジタイザーペンでちク U ックの対象に触れ続け、マウスマークび表示された 
5離ず。またはデジタイザーペンのボタンを押しなび5対象に触れる。 


デジタイザーペンの取り付け方 

① ⑨ 





お願い 


参ペン用ケーブルを強く引っ張5ないでください。デジタイザーペンを離したときに、パソコン本体や人などに当た 
ることびあります。 
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■パソコンの設定 



1 パソコンをクレードル（別売り）に取り付ける。 


♦パソコンをクレードルに取り付けて、外部キーボードと外部マウスをクレードルに 
取0付けて < ださい。 

♦AC アダプターをクレー ドルおよびコンセントに接続してください。 

自動的にパ' ッテ U —の充電び始ま0まず。 


お願い 


♦ r パソコンの設定」び完了ずるまで、パソコンをクレードルか5取り外さないでく 
ださい。 

♦初めて使ラとをは、バッテリーパック、クレードル、外部キーボード、外部マウス 
および AC アダフター!;(がの機器を接続しないでください。 



2 パソコンの電源を入れる。 


① 電源スイッチ （ A ) を押す。 

電源状態表示ランプ®び点灯したら手を離しまず。 


お願い 


• 電源スイッチを連続して繰り返し押さないでください。 

♦電源スイッチを4秒じ(上巧すと、パソコンび強制終了しまず。 

♦電源を切った後、再び電源を入れるまでは、10秒1；1上お待ちください。 

参八ードディスク状態表示ランプ旨が消'灯するまで、巧の操作は行わないで<ださい。 
- AC アダプターを 抜さ挿しする 
-電源スイッチを操作する 

-画面、外部キーボードおよびか部マウスに触れる 

♦ CPU の温度び高いとさは、過熱を防ぐためパソコンび起動しないことびあります。 
温度び下びるまで待ってか5電源を入れてください。温度び下がってち起動しない 
場合は、ご相談窓□にご相談ください（吟31ページ）。 

♦ r パソコンの設定」び完了ずるまで、セツトアツフユーテイリテイの工場出荷時の 
設定は変えないで < ださい。 



3 Windows をセツトアップする。 


① 画面の指示に従って操作を行ラ。 

♦パソコンは、何度か再起動を繰り返しまず。その間、外部キーボードや 
マウス、画面に触れず、八ードディスク状態表示ランプ員び消えるまで 
お待ち < ださい。 

参「パソコンの設定」び完了ずるまでペン入力/タツチ入力はでさません。 
外部キーボードか外部マウスを使って< ださい。 


参電源を入れた後、 Windows のセットアップ画面び表おされるまでの間、 
画面び真っ黒になったり、ポインターだけび表おされた状態びしばらく 
続いたりしまずび、故障ではありません。そのままお待ちください。 

参 Windows のセットアップは、約20分かかりまず。画面のメッセージを 
確認してから、次の手順に進んでください。 

• [時刻と通貨の形式]の設定を変更しないでください。 

♦「ワイヤレスネットワークの接続」画面び表おされない場合びありまず 
び、無線通信の設定は、 Windows セットアップび終了してから行うこと 
びでさまず。 
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はじめて使ラとさ 



お願い 


参^ユ—ザ—名とノ（スワ—ドに CON 、 PRN 、 AUX 、 CLOCKS . NUU 
COMl 〜 COM 日、 LPTl 〜 LPT 日、 @ を使用しないでください。特に「@」を含ん 
だユーザー名を設定すると、パスワードを設定していな<てちログオン画面でパス 
ワードの入力び求め5れます。空白でログオンしよラとしてち「ユーザー名またはパ 
スワードび正しくありません」と表示され、ログオンでをなくなります。ログオンで 
をない場合は、 Windows の再インス!ルび必要になります。（吟17ぺージ） 
♦ユーザー名、パスワニド、背景（壁紙）、つイ巾レススットつ一々 

セキュリティ設定 ( • ‘リ"•レリ化*‘ィ* )は、 Windows のセットアップ後に変更でき 
ます。 

♦パスワードを忘れないでください。パスワードを忘れると、 Windows に□グオン 
でさなくなります。あ5かじめパスワードリセットディスクを作成しておくことを 
お勧めします。 


♦ユーザー名とパスワードに CON 、 PRN 、 AUX 、 CLOCKS . NUU COMl - 
COM 白、 LPTl 〜 LPT 9 は使用でさま甘ん。 

♦曰付/時間/タイムゾーンを設定し、[次へ]をク U ックした後、次の手順の画面び 
表示されるまで数分間かかることびあります。画面び切り替わるまで、画面、か部 
キーボードおよび外部マウスには触れないでください。 

参 r 予期しないエラーび発生しました」（または同様のメッセージ）び表示された6、 
[□ K ] をクリックしてください。故障ではありません。 


4 タッチパネルの調整（キャリブレーション）を実行する。 


お願い 


• 調舊する前に Tablet PC 入力! くネルを閉じてください。 

参調醫する前に画面の位置を[横（プライマリ）]にしてください。 

♦ MS - IME の言語バーをタスクバーに格納するか、画面の中央などに移動しておいて 
<ださい。 


① © (スタート）/ [スタートト[ずべてのプ□グ 

ラム]- [ Panasonic ]- [キヤ U ブレーシヨンユーテイ U テイ]をク U ックする。 
③ W ルレレ動 • 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい] 
をク U ックする。 

③ [ペン入力（デジタイザ）]をクリックずる。 

④ 画面に表示される [+] マークの中むを、デジタイザーペンでクリックし、 
•,1リ1け"ぶ化** [はい]/ •,1リ1け".\1化*以* [ OK ] をク U ックずる。 

⑥①、 ⑨を繰り返す。 

⑧ [タッチ入力]をクリックする。 

⑦ 画面に表おされる [+] マークの中むを、指でク U ックし、 •，‘り1ん1.陽 • r は 
し)]/ り I け"•化け心 [ OK ] をクリックする。 



已新しいユーザーアカウントを作成する。 


① [スタート]-[コントロールパネル]-[ユーザーアカウント]-[新しいアカ 
ウントを作成する]をクリックする。 


お願い 


参パスワードを忘れないでください。パスワードを忘れると、 Windows に□グオン 
でさなくなりまず。あ5かじめパスワードリセツトディスクを作成しておくことを 
お勧めしまず。 
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お知 5 せ 


♦ PC 情報ビューアー 

本機では、八ードディスクドライブの管理情報などび八ードディスク内に定期的に記録されまず。記録されるデー 
夕量は、 ] 回あたり最大1024バイトでず。これらの情報は、万び一八ードディスクび故障したとさの原因を推定 
するためにのみ使用ずるをので、本情報をネットワーク経由で外部に発信したり、目的 L ツ外に使用したりずること 
はありません。この機能を無効にずるには、 PC 情報ビューアーの[八ードディスク使用状況]の[管理情報の履歴 
を自動的に記録ずる機能を無効にずる]のチェックボックスにチェックマークを付けて [0 K ] をク U ックしてくださ 
し、。（吟を『操作マニュアル』「困ったときは（詳細編）」の「パソコンの使用状態を確認ずる」） 


■起動/シャットダウンするとさ 

• 次の操作は行わないでください。 

- AC アダプターを 抜 さ 挿しずる 
-電源スイッチを操作ずる 

-画面外部キーボードおよび外部マウスに触れる 


お知5せ 


♦電力の消費を抑えるために、工場出荷時には次のよラに設定されていまず。 （ AC アダプター接続時） 

• 何の择化わサホし~ 化り|||!ル化 I / 10分/ >4リ"け"ぶ化*リ；1< 1已分び経過ずると LCD の画面は自動的にオフになる。 

-何の操作もせずに20分び経過ずると、 I 。ノ nv はち動が] し- W 化!ル化ん フ 1 1- プ / W 化! ,1 •リル WA スタ'刀 ぐイ化 
態になる。_ _ 

ル I •レ化ん フ U -プ /I 川し レレ化ん〜 A スタン J (イ化館からの U ジつ一八については.今を)『操作マニュアル』 
「ス U - プ/スタンバイ-休止状態」をご覧ください。 


■ Windows に□グオンするとをのま意 

♦ゲストアカウントで□グオンしないでください。 


■ ノ K - ティションを変更する 

1つの八ードディスクに複数のパーティションを作成ずることで、]つの八ードディスクを複数のディスクのよラ 
に扱ラことびでさまず。工場出荷時、データの保をなどに使用でさるパーティションは]つでず。 

①@ (スタート）をク U ックし、[コンピューター]をちク U ックして、[管理]をク U ックずる。 

-標準ユーヴーは管理者のユーヴーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

③[ディスクの管理]をク U ックずる。 

③ Windows び使用しているパーティション（工場出荷時は C ドライブ）をちク U ックし、[ボ U ュームの縮ル] 
をク U ックずる。 

•ノ（ーティションのサイズなどはモデルによって異なりまず。 

. 再インストール（吟] 7 ページ）ずる際に[最初の 2 パーティションに再インストールずる。 ] を還おずるため 
には、[縮ルをの合計サイズ]び30000 MB じ(上になるよラに設定ずる必要びありまず。 

④ [縮ノ」巧る領域のサイズ]を入力し、[縮ル]をク U ックずる。 

-画面に表示されているサイズよりち大さなサイズには指定でさません。 

⑥[未割り当て]領域をちク U ックし、[新しいシンプルボ U ューム]をク U ックずる。 

•[未割り当て]領域は手順④で縮ルした領域でず。 

⑥画面のおおに従って操作を行い、[完了]をク U ックずる。 

-画面にフォーマットの進行び表示されまずので、終了ずるまでお待ちください。 



お知5せ 


♦[未割り当て]領域び残っている場合は手順⑥から、 Windows の領域にまだ余裕びある場合は手順③からの操作を 
行ラことで、新しいパーティションを追加できまず。 

参パーティシヨンを削除ずるには、手順③の画面で削除ずるノ（ーテイシヨンをちク U ックし、[ボ U ュームの削除]を 
ク U ツクしてください。 



■八ードディスクのバックアップと復元 

♦八ードデイスク全体のノ（ックアツプを作成したりバックアップしたデータを復元したりずるには、市販のソフ 
トウエアをご利巧ください。 
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画面で見るマニュアル 


パソコンの画面上で、じ(下のマニュアルを見ることかでさまず。 

■操作 マニュアルを] 

『操作マニュアル』は、本機を十分にミ舌用していただくための機能について説明していまず。 

『操作マニュアル』を見るには 

① デスクトップの^をダブルクリックする。 

♦または、曾（スタート）-[ずべてのプログラム]- [ Panasonic ] -[オンラインマニュアル]-[操作マニュア 
ル]をク U ックずる。 

① [スタート]-[操作マニュアル]をク U ックする。 

^『操作マニュアル』の『バッテ U —等の上手な使いち』にバッテ U —の使いちについて役立つ情報を記載しています。 

『バッテリー等の上手な使い方』を見るには 
•1* リ而 fsvnxM 

① デスクトップの In をダブルク U ックする。 

参または、@ (スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [オンラインマニュアル](または[バッ 
テ U -])- [バッテ U - 等の上手な使い方]をク U ックずる。 


① デスクトップの JQ をダブルク U ックする。 

参または、[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [オンラインマニュアル](または[バッテ 
U —])-[バッテ U —等の上手な使い方]をク U ックずる。 


お知らせ 


> PDF 形式のファイルを初めて起動したとさは、 Adobe Reader の「使用許諾契約書」画面び表示されまず。内容 
をよく読み、[同意ずる]をク U ックして先に進んで<ださい。 

> Adobe Reader のアップデートのお知らせ画面び表示されたら、画面のおおに従って最新バージョンにアップ 
デートずることをお勧めしまず。 

Adobe Reader の最新版については下記ホームページにアクセスしてください。 
http :// www . aclobe . com / jp / 


上是お使 SS 雇 < ために 
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取り扱いとお手入れ 


操作環境について 


♦パソコンは平らで落下のおそれのないところに置いてください。また、クレードルじ(外に立てて置かないでくださ 
し、倒れて本体に強い衝撃び加わると、誤動作や故障の原因になりまず。 

♦適切な温度範囲： 操作時：くフィールドモデル > -10 で〜已 crc ( IEC 日 0068 -2-1 , 2) の、 

くへルスケアモデル> 已で〜3已で 

保管時：くフィールドモデル> -40 ° C ~ 8已 °C 
<ヘルスケアモデル> -20 で〜60で 
適切な湿度範囲： 操作時： 30 % RH 〜80 % RH (結露なさこと） 

保管時： 30 〇ん RH 〜日0 〇ん RH (結露なきこと） 

上記の温度/湿度の範囲であってち、極端な環境で長時間ご使用になると、パソコンの劣化につなびり、製品寿命 
び短くなる可能性びありまず。 

高温環境•な温環境で使用ずる場合、直接触れないでください。（吟已ページ） 

0 ° C じ(下の場所でパソコンびめれていると、凍結による故障の原因になることびありまず。0 ° C じ(下の場合は 
十分に乾燥させてください。 

♦パソコンび損傷ずるおそれびあるため、次の場所には置かないでください。 

-電気製品の近く。画像び乱れたり、雑音び起さたりずることびありまず。 

-極端に高温またはな温のところ。 

♦操作中は、パソコンの温度び上昇しまずので、熱に弱いをのを近<に置かないで<ださい。 


取り扱い上のごを意 


本機は、ディスプレイや八ードディスクへの衝撃びルさく抑えられるよラ設計されていまずび、衝撃による故障は保 
証しかねまず。取0扱いには十分を意して<ださい。 

♦パソコンを持ち運ぶとさ 

-パソコンの電源を切って<ださい。 

-八ンドル部分を持って運んでください。 

-落としたり、硬いをのにぶつけた0しないで<ださい。 

♦航空機には手荷物として持ち込んでください。航空機内での使用については、航空会社のおおに従ってください。 
♦予備のバッテ U —パックを持ち運ぶとさは、コネクター保護のためビニー j レ袋などに入れてください。 

♦八ンドストラツプの破損によるノ（ソコンの落下にミち意してください。 

♦画面の上にをのを置いたり、跡び付くよラな先のとびったをのや硬いをの（つめ、鉛筆、ボールペンなど）で強く 
巧した0しないで<ださい。 

♦画面にほこりや油などの巧れび付着したときは、デジタイヴーペンを使わないでください。画面やデジタイヴーペン 
に異物び付着していると、画面に傷を付けたり、デジタイヴーペンの操作びで定なくなったりすることびあります。 
♦デジタイヴーペンは、画面操作じ(外の用途に使わないでください。別の用途に使ラと、デジタイヴーペンび損傷し 
た0、画面に傷を付けた0ずることびあ0まず。 

■周辺機器を使用する場合 

周迅機器の損傷を防ぐため、下記および^『操作マニュアル』の記載事項をお守りください。また、周辺機器の 
取扱説明書をよ< お読み< ださい。 

♦パソコンの仕様に合った周巧機器を使用してください。 

♦コネクターの形状、向さにを意して正しく接続してください。 

♦接続しにくい場合は、無理に巧し込まず、コネクターの形状、向き、ピンの並び方などを確認してください。 
♦ネジで固定ずる場合は、しっか0締めて<ださい。 

参パソコンを持ち運ぶとさは、ケーブルを外してください。ケーブルは無理に引っ張らないでください。 


お手入れ 


ディスプレイのお手入れ 

付属の専用巧をお使いください。（詳しくは巧]『操作マニュアル』の 『 LCD 画面清掃についてのお願い』をご覧ください。) 

ディスプレイ L ソタ1•のお手入れ 
<フィールドモデル> 

ガーゼなどの柔らかく乾いた巧でふいてください。消毒用アルコールは使わないでください。 

洗剤を使ラとさは、水で薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸し、かたく絞ってください。 

<ヘルスケアモデル> 

ガーゼなどの柔らかく乾いた巧でふいてください。必要に応じて消毒用アルコールを使ってお手入れずることびでさ 
ます。洗剤を使ラとさは、水で薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸し、かたく絞ってください。 


上是お使 SS 雇 < ために 
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取り扱いとお手入れ 


お願い 


♦ベンジンやシンナー、強アルカリ性の洗剤などは使わないでください。本体表面に影響を与える場合びあります。 

また、市販のクリーナーや化粧品の中にち、本体表面に影響を与える成分び含まれている場合びあります。 

参水や洗剤を直接かけたり、スプレーで噴さかけたりしないでください。液体びパソコンの内部に入ると、誤動作や 
故障の原因になりまず。 

<ヘルスケアモデル> 

参本製品の背面ラベル部の表面には、アルコールでのお手入れによって印刷文字び消えないよラに、特殊なカバー 
フイルムを貼り付けています。このカバーフイルムには、上記アルコールへの耐久性を高めるために特殊な接着剤 
を使用しており、部分のに白くなったり、気ミ包び発生したりずることびありますび、異常ではありません。 


省電力設定について 


本製品は、デノ（イスへのアクセスや操作びない状態び一定時間続いたときに省電力機能び働くなど、国際エネルギー 
スタープ□グラムに準拠した電力管理び工場出荷時に設定されていまず。本機を使巧していない間の消費電力を削減 
することびできまず。（今を『操作マニュアル』「消費電力を節約ずる」） 

- 1リルし!•化ん ス I J -プ / W ルレ【•化け.イ;^ スタンバイ-休止状態から復帰ずる方法については、巧『操作マニュアル』 
「ス U —プ/スタンバイ.休止状態」をご覧ください。 


無線 LAN ご使用時のセキュリティについて 


<無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

工場出荷時、無線 LAN のセキュ U ティに関する設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定を行ってください。（今を『操作マニュ 
アル』「無線 LAN 機能」、お使いの無線 LAN アクセスポイントの取扱説明書） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用ずる代わりに電波を利用し口（ソコンと無線 LAN アクセスポイント（別売り） 
との間で情報のやりとりを行いまず。このため、電波の届く範囲であればネットワーク接続び巧能であるといラ利点 
びありまず。 

その反面、ある範囲であれば障害物（壁等）を越えて電波び届くため、セキュ U ティに関ずる設定を行っていないと、 
次のよラな問題び発生ずる可能性びありまず。 

♦通信内容を盗み見られる 

悪意ある第=ちび、電波を故意に傍受し、次のよラな通信内容を盗み見る可能性びありまず。 

- ID やパスワード 

-クレジットカード番号等の個人情報 
- メール 内容 
♦不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のパソコンやネットワークへアクセスし、次のよラなことを行ラ可能性び 
ありまず。 

-個人情報や機密情報を取り出ず（情報漏えい） 

-特定の人物になりずまして通信し、不正な情報を流ず（なりずまし） 

-傍受した通信内容を書さ換えて発信ずる（改ざん） 

-コンピューターウイルスなどを流し、データやシステムを破壊ずる（破壊） 

本機の無線 LAN 機能や無線 LAN アクセスポイントには、これらの問題に巧応ずるためのセキュ U ティに関ずる設定 
び巧意されていまず。本機では、使用ずる無線 LAN アクセスポイントにあわせて設定をずる必要びあるため、お買 
い上げ時にはセキュ U ティに関ずる設定は行われていません。無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN のセ 
キュ U ティに関する設定を行ってください。 

無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定を行って使用ずることで、問題び発生ずる可能性はかなくなりまずび、無線 
LAN の仕様上、特殊な方法で通信内容を盗み見られたり、不正に侵入されたりずる場合びありまず。ご理解のラえ、 
ご使用ください。 

セキュ U ティに関ずる設定を行わないで使用した場合の問題を十分に理解したラえで、お客さまご自身の判断と責任 
においてセキュ U ティに関ずる設定を行ラことをお勧めしまず。お客さまご自身で対処でさない場合は、お客様ごホ目 
談センターにご相談ください。 


上是お使 SS 雇 < 空に 
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再インストールずる 


ソフトウェアを再インス!ルずると、パソコンは工場出荷時の:!犬態に戻りまず。重要なデータは、再インストー 
ル前に、他のメディアまたは外部ハードディスクにバックアップを取っておいてください。 ■ 


お願い 


♦ Windows 7のみ、再インス!ルずることびでさます。 

♦八ードディスク内の修復用領域は絶础こ削除しないでください。 


ドディを 


ィシステム(修復用)領域 


■• Windows で使える領域 


■準備 

• 次のをのを準備して < ださい。 

-プ□ダクト U カバ U - DVD-ROM (付属） 

- DVD ドライブ（別売り）（使用できる DVD ドライブについては、最新のカタ□グなどをご確認ください。） 

-パソコンをクレードル（別売り： CF - VEBH 21 U ) に取り付けて、外部キーボードと外部マウスをクレードルに 
接続してください。 

♦ずべての外部機器 (DVD ドライブと外部キーボード、マウス LU 外）を取り外してください。 

♦クレードルの電源端テに AC アダプターを接続し、操作び完了ずるまで取り外さないでください。 

♦政下の操作には、外部キーボードと外部マウスを使ってください。 

1 パソコンの電源を切り、 DVD ドライブをクレードルの US 己ポートに接続ずる。 

2 パソコンの電源を入れて、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間に、をまたは画を 
押す。 

セットアッ フユーテ ィ U ティび起動しまず。 _ 

-パスワードを設定している場合は、スーパーパ'イヴーパスワードを入力して S を巧してください。 

3 セットアップユーティリティのずべての項目をメモし、国を巧ず。 

確認のメッセージび表おされたら[はい]を選び、 S を巧してください。 

4 百5を巧す。 _ 

確認のメッセージび表おされたら[はい]を選び、^を巧してください。 

セットアップユーティ U ティび終了し、パソコンび再起動しまず。 

已 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間に、をまたは画を巧す。 

セットアッ フユーテ ィ U ティび起動しまず。 _ 

-パスワードを設定している場合は、スーパーパ'イヴーパスワードを入力して； r を巧して<ださい。 

巨 プ□ダクトリカパリー DVD - ROM を DVD ドライブにセットする。 

7 「終了」メニユーを選び、[デバイスを指定して起動]で接続した DVD ドライブを選ぶ。 

8 互を巧す。 

パソコンび再起動しまず。 

9 [ Windows を再インス!ルずる。]をクリックして選び、[巧へ]をクリックする。 

「使用許諾契約書」の画面び表示されまず。 

10 [はい、上記の条文に同意しまず。処理を続けまず。 ] をクリックして選び、[巧へ]をク 
リックずる。 

11再 インス! ルの方法を選び、 [巧へ] をクリックずる。 

[1] [八ードディスク全体を工場出荷状態に戻ず。] 

-工場出荷時の設定にずる場合に還おしまず。新しいパーティシヨンの作成については、「パーティシヨンを変 
要する」（今] 3ページ）をご覧ください。 

[2] [最ネ刃の2パーティシヨンに再インス!ルずる。]&1 

•八ードディスクびいくつかのノ（ーティシヨンに分割されている場合に選択しまず。新しいノ（ーティシヨンの 
作成については、「パーテイシヨンを変更ずる」（今] 3ページ）をご覧ください。 


《 ] 修復用領域と Windows で使える領域に Windows を再インス I -ールでさない場合は表示されません。 


上是お使 SS 雇 < ために 
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再インストールする 


12確認のメッセージが表示された5、[はい]をクリックずる。 

再インストールび始まりまず（約30分かかりまず）。 

•パソコンの電源を切ったり、@豆+互11+互豆;を巧したりして、再インストールを中止しないでくださ 
し、 Windows び起動しなくなったり、データび消失して再インストールを実行でさなくなったりずるおそれ 
びありまず。 

13終了のメッセージが表示された5プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を取り出し、 [ OK ] をク 
リックして電源を切る。 

14パソコンの電源を入れる。 

セットアップユーティ I 」ティび起動しまず。 ^ 

-パスワードを設定している場合は、スーパーパ'イヴーパスワードを入力して S を巧してください。 

1已「はじめて使うとき」の操作（今11ぺージ）を実行する。 

16セットアップユーティリティを起動し、必要に応じて設定を変更する。 

17インターネットに接続できる場合は、©(スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Windows 
Update ] をクリックし 、 Windows Update を行う。 


上是お使 SS 雇 <运に 
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困ったとさの QSiA 


トラブルび発生した場合は、下記の方法をお試しください。『操作マニュアル』でちさらに詳しい内容を紹介してい 
ます。ソフトウェアに関する問題については、さソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。それでち解みしない場 
合は、ご相談窓口にごホ目談ください（今 3] ページ）。 PC 情報ビューアーを使ってパソコンの使用状態を確認ずるこ 
とびでさまず。（今を!『操作マニュアル』「困ったとさは（詳細編）」の「パソコンの使用状態を確認ずる」） 

■電源を入れたとき 


起動でさない。 

電源状態表おランプまたは 
バッテリー状態表巧ランプ 
が点'灯しない。 

• AC アダプターを接続してください。 

• 十分に充電されたバッテ U —パックを取り付けてください。 

♦バッテ U —ノ（ックと AC アダプターをいったん取り外し、取り付け直してください。 

♦ USB 機器を接続している場合は、機器を取り外ずか、セットアップユーティ U 
ティの「詳細」メニューで [ USB ポート]または [ レガシー USB ] を[無効]に設 
定してください。 （今を) 『操作マニュアル』「セットアップユーティ U ティ」） 

パソコンが起動しない。 

"ソつ VW •山 LI ル"‘… • 

"7 11 —プ/ 心 り LT ルリ 化 M A 

スタンパイか5リジューム 
しない。 

( 電源状態表示ランプが短い 
間隔で緑色点滅ずる。） 

♦パソコンの電源を切り、已で〜3已での温度環境に約]時間置さ、その後電源を 
入れて < ださい。 

パスワードを忘れた。 

♦スーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパスワードを忘れたとさ：ごホ目談窓 
口にご相談ください （今 31ページ）。 

♦コンピューターの管理者のパスワードを忘れたとさ： 

-パスワード U セットディスクびある場合は、管理者パスワードを U セットでき 
ます。ディスクをセットし、適当なパスワードを入力してパスワード入カエ 
ラーの画面を表おさせて<ださい。その後、画面のおおに従って、新しいパス 
ワードを設定して < ださい。 

-パスワード U セットディスクびない場合は、再インス!ルし （吟] 7ぺージ）、 
Windows をセットアップして、新しいパスワードを設定してください。 

W ; nc ；；^ s に□グオンでき 
ない。 （ 「ユーザー名または 
パスワードが正しくありま 
せん J と表示される。） 

• ユーヴー名に@び含まれていまず。 

-別のユーヴー名びあるとさ 

別のユーヴー名で□グオンし、@を含むユーヴー名を削除してから、新しい 
ユーヴー名を作ってください。 

-別のユーヴー名びないとさ 

Windows を再インストールしてください （今] 7ぺージ）。 

r Remove disks or other 
media . Press any key to 
restart 」 または同様のメッ 
セージが表示される。 

♦システムを起動で舌ないフ□ッピーディスクびセットされています。フ□ッピー 
ディスクを取り出し、何かキーを巧して<ださい。 

♦ USB 機器を接続している場合は、 USB 機器を取り外すか、セットアップユーティ 

U ティの「詳細」メニューで[レガシ ー USB ] を[無効]に設定してください。 
♦上記を行っても解ミ夫しない場合は、八ードディスクに何らかの問題び発生してい 
ることびありまず。ご相談窓口にご相談ください （今 3] ページ）。 
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困ったとさの Q&A 


■電源を入れたとき 


Windows の起動および 
動作が遅い。 

♦セットアップユーティ U ティで F 5 を巧して （今を 『操作マニュアル』「セット 
アップユーティ U ティ」）、設定（パスワード設定を除く）を工場出荷時の設定に 
戻してください。再度セットアップユーティ U ティを起動し、各種設定をしてく 
ださい。（動作速度は、使用ずるアプ U ケーションソフトに依をずることちあり、 
この操作により必ず速くなるわけではありません。） 

♦お買い上げをにインス1-ールした常駐アプ U ケーションソフトびある場合は、そ 
のアプ U ケーションソフトの常駐を解除してください。 

•VJ 而 

• 下記の操作で、ポップアップメニューと入カノ（ネルタブを無効にしてください。 

①入カパネルを開き、[ツール]-[オプション]-[開き方]をク U ックずる。 

③[タブから入カパネルをスライドさせて表示ずる]からチェックマークを外し、 
[0 K ] をク U ックずる。 

•川 LT ル\リ成イ* 

♦下記の操作で、インデックスサービスを無効にして<ださい。 

[スタート]-[検索]-[設定を変更ずる]-[インデックスサービスを使わない]を 
ク U ックずる。 

日付と時刻び正しくない。 

• 下記の操作で正しい曰付と時刻を設定して< ださい。 

©(スタート）-[コント□-ルパネル]-[時計、言語、および地域]-[日付と 
時刻]をク U ックずる。 

•li 川けルリ‘林 1 イ。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[日付、時刻、地域と言語のオプション]- 
[日付と時刻]をク U ックずる。 

♦解みしない場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテ U —の交換び必要になる 
可能性びありまず。ご相談窓口にご相談ください （今 3] ページ）。 

♦ LAN に接続している場合は、サーパーの日付と時間を確認してください。 

♦本機では、西暦2100年政降は日付と時刻び正しく認識されません。 

[バッテリー残量表示補正 
ユーティリティ]画面が表 
示される。 

♦バッテ U — 残量表示補正を実行したとき、 Windows び正しい手順で終了しな 
かったため補正び中断されました。補正を中止し、 Windows を起動ずるには、 
パソコンの電源をいったん切り、再度電源を入れてください。 

リジュームでさない。 

•フ々 U - 'ノわーパ'-が動イ乍ホし- •‘リし!•匡* • フ U - プ / W ル t •鼠 4 ‘ィ: A フタ'ノバ' 

イまたは休止状態に入ると、エラーになることびありまず。スク U —ンセーバー 
を無効にずるか、別のスク U —ンセーノ（一を使用してください。 

• 次のいずれかの操作をした可能性びありまず。 

-義リん Nl*! 化 M ス U -プ / W ル 1 •レ化ん "W:* スタ'刀（イが能の^^ホし—. AC アダプ 
ターと バッテ U —パックまたは周辺機器の抜き挿しを行った。 

- 電源スイッチを4秒じ(上巧し、パソコンを強制終了した。 

•パ'、 V 于 U - 規量がおりまサ A ,。 All りし!•【•り, ス U - プ /W ルレレ化ん〜： •スタ'ノバ' 

イまたは休止状態でち電力は消費されまず。 


困つたとさは 
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■電源を入れたとき 


スリープ / 
スタンバイ/ 
休止げ 態 か5リジュームした 
とき、「パスワードを入力し 
てください」び表示されない。 


I セッ トアッフユーテイ U テイの「セキュ U テイ」メニューで[復帰時のパスワー 
のを [有効]または[自動]に設定してください（今を!『操作マニュアル』「セッ 
トアップユーテイ U テイ」）。 

I セツトアップユーテイ U テイのパスワードの代わりに、じ(下の手順で Windows 
のパスワードを使用ずることちでさまず。 


①® (スタート）-[コント□-ルパネル]-[ユーヴーアカウントと家族のため 
のま全設定]-[ユーヴーアカウントの追加または削除]をク U ックして、変 
要するアカウントをク U ックし、パスワードを設定ずる。 

-標準ユーヴーは管理者のユーヴーアカウントの Windows パスワードを入力 
します。 

③© (スタート）-[コント□-ルパネル]-[システムとセキュ U テイ]-[バッ 
テ U —設定の変更]-[ス U —プ解除時パスワードの保護]をク U ックし、[パ 
スワードを必要とずる]にチェックマークを付ける。 

①[スタート]-[コント□-ルパネル]-[ユーヴーアカウント]をク U ックし 
て、変更するアカウントをク U ックし、パスワードを設定ずる。 

③[スタート] - [コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとセキュ U テイ]-博 
源オプション]-[詳細設定]をク U ックし、[スタンバイから回復ずるときに 
パスワードの入力を巧める]にチェックマークを付ける。 


その他の起動時のトラブル 


I セットアップユ—ティ U ティで E さを押して（今な『操作マニュアル』「セットアッ 
プユーティ U ティ」）、設定（パスワード設定を除く）を工場出荷時の設定に戻してく 
ださい。再度セットアップユーティ U ティを起動し、各種設定をしてください。 

>周辺機器をずベて取り外してください。 

I ディスクのエラーをチェックしてください。 


①外部ディスプレイを含むずべての周迅機器を取り外ず。 

③©(スタート）■[コンピューター]をク U ックし、[□-カルディスク（じ）] 
をちク1」ックして、[プ□パティ]をク1」ックずる。 

③ [ツール]-[チェックずる]をク U ックずる。 

-標準ユーヴーは管理者のユーヴーアカウントの Windows パスワードを入力 
しまず。 

④ [チェックディスクのオプション]で項目にチェックマークを付け、[開始]を 
ク IJ ツクずる。 

[ディスク検査のスケジュール]をク U ックし、パソコンを再起動させる。 


⑥ 


①[スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックし、[□—カルディスク（じ）]を 
ちク U ックして、[プ□パティ]をク U ックずる。 

⑨[ツール]-[チェックずる]をク U ックずる。 

③[チェックディスクのオプション]で項目にチェックマークを付け、[開始]を 
ク U ックずる。 

>下記の操作で、パソコンをセーフモードで起動し、エラーの内容を確認してく 
ださい。電源を入れて 「 Panasonic 」 起動画面び消えたとさ"1に、@を巧し続 
け、「詳細ブートオプション」画面び表おされたらおを離して<ださい。 

セットアップユーティ U ティの「セキュ U ティ」メニューで[起動時のパス 
ワード]を[有効]または[自動]に設定している場合、 「 Panasonic 」 起動画 
面び消えた後「パスワードを入力してください。」び表示されまず。パスワー 
ドを入力し、^を巧してずぐに f ちを巧し続けてください。 


■お了時 


Windows を終了できない。 

♦ USB 機器を取り外してください。 

•1 ~ 2分お待ちください。故障ではありません。 


困つたとさは 
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困ったとさの Q&A 


■ディスプレイ 


画面に何も表示されない。 

♦外部ディスプレイ使用時は、 

-ケーブルの接続を確認してください。 

-外部ディスプレイの電源を入れてください。 

-外部ディスプレイの設定を確認してください。 

♦省電力機能によって、ディスプレイの電源び切れていまず。 U ジュームずるに 
は、選択に使ラキーは巧さず、 Ctr ■などのキーを巧してください。 
•省雷^^機台目し—よって， パ ° ソ ^ ンが磕リ "| ん ! ぶ ,1 /*>フ 1 J - プ / AV 化 ! J •リ化 WA フ 々 V K 

イ•休止状態に入りました。 U ジュームするには、電源スイッチを巧してください。 

•川 1 け ルリ‘ 1 成イ * 

• スタンバイ•休止状態から U ジュームした後に画面び表おされないことびあります。 
その場合は、電源スイッチを巧してスタンバイ状態にし、再度 U ジュームさせて 
<ださい。 

画面び暗い。 

♦ AC アダプターび接続されていないと画面び暗くなる場合びありまず。 

Panasonic Dashboard を使い、輝度を調整してください。ただし、輝度を上 
げるとバッテ U —の消耗び早 < な0まず。 

AC アダプターを接続しているとさと接続していないとさの輝度は、別々に保を 
されまず。 

ホ、青のドットが残る/ 
正しい色が表示されない/ 
画面の色や明るさにむ 5 が 
見える。 

♦これらは故障ではありません。 

-本機に搭載のカラー液晶ディスプレイは精度の高い技術で作られていまず 
び、画素欠けや常時点灯（ホ、青、緑色）ずるちのびあ D まず。（有効画素： 
99.998 o / oLU 上、画素欠けなど： 0.002 〇 / oLU 下） 

-液晶ディスプレイの構造上の特性により、見る角度によって色や明るさにむら 
び見える場合びありまず。また、画面の色合いは製品によって異なる場合びあ 
りまず。 

画面び乱れる。 

• 解像度や色数を変更ずると画像び乱れることびありまず。パソコンを再起動して 
<ださい。 

♦外部ディスプレイの接続や取り外しを行ラと、画像び乱れることびありまず。パ 
ソコンを再起動してください。 

同時表示または}広張デスク 
トップモード時に片方の画 
面び乱れる。 

♦ Windows び完全に起動し終わるまで、同時画面表示を行ラことはでさません 
(セットアップユーティ U ティの画面を表示しているとさなど）。 

♦お張デスクトップモード時は、内部 LCD と外部ディスプレイを同じ色設定にし 
てください。 

♦それでを問題び解ミ夫しない場合は、下記の操作でディスプレイを変更してみてく 
ださい。 

デスクトップをちク U ックし、[グラフィックプ□パティ]-[ディスプレイデバ 
イス]をク U ックずる。 

外部ディスプレイが正しく 
動作しない。 

♦外部ディスプレイび省電力機能に対応していない場合、パソコンび省電カモード 
に入ると正しく動作しなくなることびありまず。外部ディスプレイの電源を切っ 
て < ださい。 

<GPS 内蔵モデルのみ> 
ポインターを正しくコント 
□— ルでさない。 

♦ LU 下の手順を行ってください。 

①セットアップユーティ U ティの「詳細」メニューで[シ U アルポート設定]の 
[ GPS ] を[無効]にずる。 

⑨ F 10 を巧して確認画面で[はい]を還び、を押ず。 

パソコンび再起動しまず。 

③ 管理ちのユーヴーアカウントで Windows に□グオンずる。 

④ @ (スタート）をク U ックし、[プ□グラムとファイルの検索]に 
r c :¥ util ¥ clrivers ¥ gps ¥ GPS.regJ と入力して、"を巧ず。 

⑥ [はし)]をク U ックし、 [0 K ] をク U ックずる。 

パソコンび再起動しまず。 

⑧ 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間に F 2 または Del を巧ず。 

⑦ セットアップユーティ U ティの「詳細」メニューで[シ U アルポート設定]の 
[ GPS ] を[有効]にずる。 

⑨ F 10 を巧し、確認画面で[はい]を選びを巧ず。 


困つたとさは 
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■画面タッチ操作 


ポインターび動かない。 

♦外部マウスを使用している場合は、正しく接続し直してください。 

♦外部キーボードを接続している場合は、外部キーボードを操作して、パソコンを 
再起動してください。 

■'の "".V 化 

© ( Windows ) を押し、みを2回巧し、ホを巧して[再起動]を選び、石を巧 
して < ださい。 

•り" けルリ‘林1ィ。 

© ( Windows )、 0、 R を巧して、[再起動]を選択してください。 

♦外部キーボードで操作できない場合は、「応答びない。」（♦下記）をご覧ください。 

付属のデジタイザーペンで 
正しい位置を指定でさない。 

♦調整（キヤリフレーション）を実行してください（今] 2ページ）。 


■画面で見るマニュアル 


PDF お式のファイルび表示 
されない。 

• Adobe Reader をインストールしてください。 

①管理者のユーヴーアカウントで Windows に□グオンずる。 

の 

© (スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に 
「 c :¥ util ¥「 eacle 「¥ Pinstall . bat 」 と入力して、を押ず。 

•L 川けルリ‘ 1/：^ ィ A 

[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、 

「巳: ¥ u 1; il ¥「 eacle 「¥ 円 nstall . bat 」 と入力して、 [0 K ] をク U ックずる。 

画面の指示に従って操作してください。 

③ Adobe Reader を最新バージョンにアップデートずる。 

パソコンびインターネットに接続されている場合は 、 Adobe Reader を起動 
し、[ヘルプ]-[アップデートの有無をチェック]をク U ックずる。 

Adobe Reader のま画面表术 
を終了ずることびできない。 

♦全画面表示に切り替える前に、[編集]-[環境設定]-[フルスク U —ンモード]を 
ク U ックし、[ナビゲーションノ（一を表示 ] のチェックボックスにチェックマーク 
を付けて < ださい。 

♦上記の設定を行わずに全画面表示に切り替えたとさは、パソコンにキーボードを 
接続し、 Esc を巧してください。 


■その他 


応答びない。 

• • WIWUU/cM Ctrl + Shift + Esc/ Aii リ ll ! ル V 化 ] を巧してタスクマ 

ネージャを起動し、応答のないアプ U ケーシヨンソフトを終了してください。 

参入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウィンドウで隠れてい 
ませんか？ Alt + Tall を巧して確認してください。 

♦電源スイッチを 4 秒し U 上巧して電源を切った後、再度電源スイッチを巧して電源 
を入れて<ださい。アプ U ケーシヨンソフトび正しく動作しない場合は、下記の 
操作でそのソフトをアンインス I -ールし、再度インス I -ールしてください。 

© (スタート）-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムのアンインス I -- ル]をク 

U ックずる。 

[スタート]-[コント□ールパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をク U ックする。 

バッテリー表示ランプび 
ホ色に点!なずる。 

♦ AC アダプターを接続し、バッテ U —を充電してください。バッテ U —の残量び 
少なくなるとイ木止状態に入るよラに設定されていたとしてを、休止状態に入るこ 
とびでさない場合びありまず。 


困つたとさは 
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ソフトウェア使用許諾書 


第1条 権利 

お客さまは、本ソフトウェア（パソコン本体に内蔵のハードディスク、付属のマニュアルや CD - ROM / 
DVD - ROM などに記録または記載された情報のことをいいます。インテル製ソフトウェアを含みます。）の 
使用権を得ることはでさますび、著作権びお客さまに移転ずるちのではありません。 

第2条 第云者の使用 

お客さまは、有償あるいは無償を問わず、本ソフトウェアおよびコピーしたちのを第 H ちに譲渡あるいは 
使用させることはで去ません。 

第3条 コピーの 制限 

本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）の目的のためだけに限定されます。 

第4条 使用パソコン 

本ソフトウェアは、本パソコン1台での使用とし、他のパソコンで使用することはでをません。 

第已条 解析、変更または改造 

本ソフトウェアの解析、変更または改造などを行わないでください。お客さまの解析、変更または改造に 
より、万一何5かの欠陥またはお客さまに対する損害び生じたとしてち製社および販売店などは一切の保 
証-責任を負いません。 

第己条 ア フターヴー ビス 

お客さまび使用中、本ソフトウェアに不具合び発生した場合、弊社窓□まで電話または文書でお問い合わ 
せ<だされば、お問い合わせの不具合に関して、弊社び知り得た内容の誤り（バグ）や使用方法の改良な 
ど必要な情報をお知5せいたしまず。 

第7条 免責 

本ソフトウェアに関する鮮社および販売店などの責任は、上記第己条に限ります。本ソフトウェアのご使 
用にあたり生じたお客さまの損害および第云者か5のお客さまに対する請求については、轉社および販売 
店などに故意または重過失びない限り、製社および販売店などはその責任を負いません。 

第8条 合意管轄 

本ソフトウェアの使用に関して、訴訟の必要び生じた場合、お客さまおよび弊社は薛社の本社所在地を管 
軽する裁判所に対してのみ訴えを提起することびでさるちのとします。 

第9条 準拠法 

本ソフトウェアの使用はあ5ゆる面において曰本国の法律にま配され、かつそれに従って解釈されるちの 
とします。 

第10条輸出管理 

お客さまび、本ソフトウェアを日本国外に持ち出される場合、国内がの輸出管理に関連ずる法規を順守し 
て < ださい。 


必要なとさに 


24 




仕様 I 日本国内専用 


本製品（付属品を含む）は日本国内仕様でず。 


■本体仕様 


品番 

CF - H 2 ASAAZDJ 

CF - H 2 BDAAZDJ 

CPU 

インテル® Core ™ 旧-2己己 7 M vPr 曰™プ□セッヴー（インテル®スマートキヤッシュ3 
動作周波数] .7 日 GHz 、 インテル®ターボ•ブースト•テクノ □ジー2.日利用時は最大 2.7 日 GHz ) 

チップセット 

モバイルインテル® QM 67 Express チップセット 

メインメモリー 

標準2 G 目《-1 DDR 3 SDRAM 

グラフィックアクセラレーター 

インテル® HD グラフィックス300日（インテル® Core ™ i 己-2己己 7 M vPro™ プ□セッヴーに 
内蔵） 

ビデオメモリー 

ルリ化♦■最大773 MB のが 

八ードディスクドライブ 《 

160白 巨 

(このラち約300 M 目をシステム（修復用）領域として使巧（ユーヴー使巧不可）） 

表示方式 

1 0. 1型 TFT カラー液晶 XGA (1 024 X 768ドット）6已己吕目色/約1677万色※^ 

無線 LAN *5 

Intel ® Centrino ® Advanced-N 620己 
(今2目ぺージ「無線 LAN 」） 

Intel ® Centrino ® Advanced-N 6230 
(今2目ページ「無線 LAN 」） 

Bluetooth ™ 

吟26ぺージ 「 Bluetooth ™」 

ワイヤレス WAN&7 

ワイヤレス WAN モジュール内蔵 ( FOMA ® HIGH SPEED 対応） 

LAN 純 

10目 ASE - T /1 00目 ASE - TX /1 000目 ASE-T 

サウンド機能 

PCM 音源、インテル® High Definition Audio 準拠、モノラルスピーカー 

指紋センサー« 

アレイサイズ；1目 2 x 4 pixels 、 イメージサイズ；1目2 x 己1 2 pixels 、 イメージ解像度： 

己 08 dpi 

ノ V"— コード 1 1— 々.— &10 

-►27ぺージ「バーコード U -ダー」 

カメラ &11 

有効画素数： 200万画素、読み取り画素数； 1 日00 X1 200画素まで、 LED 機能；搭載 

GPS 證 

チップ ： SiRF starlll 

精度；1日 m (2 DRMS ) く已 m (2 DRMS、S 目 AS ) 
yo 卜 ZU レ；白白 A 、 白 SA 、 白 SV 、 RMC 、 VT 白 

R 円 DU— 夕一 &13 

RF 周波数；1吕.己目 MHz 、 準拠規格 IS 日1444吕 TYPE - A 、 IS 日14443 TYPE - 目、 

IS 01 己巨吕吕 

セキュ U ティチップ 

TPM (TCG VI . 2準拠） ぷ 14 

インターフエース 

US 目ポート曰 （Universal Serial Bus 2.0 準拠、4ピン） x ] または2‘》1日、 LAN コネクター 
( RJ -4 己）※8、シリアルポート （ RS 232 C Dsub 目ピン）、拡張バスコネクターり目ピン） X] 

スマートカードス□ツト 《17 

侶0 7816 X 1 

ポインティングデバイス 

タッチパネルおよびデジタイヴー 

ボタン 

八ンドル x2《-io ※ 口、 アプ U ケーシヨン X 己、セキュリティ 

電源 

AC アダプターまたはノ くッテ U — パック 

AC アダプター &18 

人力： AC 10日 V 〜24日 V 、已〇 Hz /60 Hz 、 出力：1 6.0 V DC 、3.7 己 A 、 電源〕ード1ま 
100 V 専巧 

バッテリーパック 

7.2 V ( U チウムイオン）、公称容量34日日 mAh / 定ネ各容量32日日 mAh X 2値] 

駆動時間 ^3 

•‘1 ル1ル"化* ■ 約7お問 

充電時間 X‘ 2 D 

電源オン時 

約3時間 

電源オフ時 

約3時間 

ミ肖費電力 

最大約已0 W * 旦 1 

(社）電子情報技術産業協会情報処理機器高調波電流抑制巧策実行計画書に基づ<定格入力電 
力値： 30 W 23-J-1-1 

が形寸法（幅 X 奥行を X 高さ） 
(八ンドストラップを除く） 

274 mm X 己8 mm x 268 mm 

f ノドストラップを含む） 

約1.己8 k 邑 

使用環境条件 

温度：-1日む〜已〇で 
( IEC 目0068-2-1， 2) 糾 3 

温度：已む〜3己て： 

湿度： 3日〇/〇〜8日〇/〇 RH (結露なをこと） 

保管環境を件 

温度： -4 日て:〜8己て： 

温度： -20 て:〜 6 crc 

湿度： 3日％〜目日〇/〇 RH (結露なをこと） 


必 

要 

な 

と 

さ 

に 


2己 


















































仕様 I 日本国内専用 


■ソフトウエア 


品番 

CF - H 2 ASAAZDJ 

CF - H 2 BDAAZDJ 

日 S ※己 4 

• VJ 而口帝 

Windows® 7 Professional 吕2ビット正規版 （Service Pack 1適巧済み）（日本語版） 
Windows® 7 Professional 64ビット正規版 (Service Pack 1適巧済み）（日本語版） 

1川1けル V 化 AJA 

Microsoft® Windows® XP Tablet PC Edition Service Pack 3 正規版※巧 

インストール日 

Windows® 7 Professional 32 ビット正規版 (Service Pack 1適巧済み）（日本語版） 

導入済みソフトウェア 心 4 

AdobeR 朗 der、PC 情報ビューアー、ズームビューアー、無線切り替えユーティ U ティ、 
Bluetooth™ Stack for Windows® by TOSHIBA バッテ U— 残量表示補正ユーティ U 

テイ、手書き ユー テイ U テイ、 Infineon TPM Professional Packa 目が 14 が 6、 Panasonic 

Dashboard、 アプ U ケーシヨンボタン設定ユーティ U ティ、ク U- ニングユーティ U ティ、画 
面切り替えユーテイ U テイ、 Protector Suite QL《'9 が日、 MCA コンフイグレーシヨンエデイ 
夕一、 PC 情報ポップアップ、カメラユーティ U ティ*11が S 、 ライトク U ックユーティ U ティ、 
カメラライトスイッチユーティ U ティ* U が®、ソフトウェアキ—ボ_ド《»、無線接続無効ユー 
テイ U テイが日、ワイヤレス WAN 化張機能設定ユーテイ U テイ※7 

• VJ 而口帝 

ネットセレクター2、クイックブートマネージャー、 Windows Media Player 11 

1川1けルリ‘林1イ：^ 

ネットセレクター、 Windows Media Player 1 Ov フオントヴイズ掘;大ユーティ U ティ 

Aptio セットアップユーティ U ティ、八 ー ドディスクデータ消去ユーティ U ティのの、 

PC-Dia 呂 nostic ユーテイ U テイ 


■無線 LAN 


データ転送速度'^ 8 

IEEE 802.1 la : 己4/48/3目/24/18/12/目/目 Mbps 

IEEE 802 .11b： 11 / 己.己/2/1 Mbps 

IEEE 802.1 Ig ： 日 4/48/3 目/ 24/18/12/ 目/目 Mbps 

IEEE 802.1 In 

20 MHz 時： 目/ 13/1 目/ 2 目/ 3 目/日 2/ 己 8/ 目己/ 78/1 04/1 17/130 Mbps 

20 MHz、Short Gl 有効時； 7/14/21/28/43/己7/目己/72/8目/115/130/150 Mbps 

4日 MHz 時： 13/27/40/己4/81/108/121/135/162/21 6/243/ 

270 Mbps 

4日 MHz、Short GI 有効時：1己/3日/4己/目日/9日/12日/13己/1己0/180/24日/270/ 

300 Mbps 

準拠規格 

ARIB STD - T66/A 阿目 STD-T71 

IEEE 802.1 la (W 己 2/\A/ 己吕 /W 己6)、 IEEE 802.11 b、IEEE 802.11邑、 IEEE 802 .11 n ※巧 

伝送方式 

日 FDM 方式、 DSSS 方式 

有効距離 

IEEE 802.1 la/n :見通し約 30 m 

IEEE 802.1 1b/g/n :見通し約日日 m (アクセスポイントとの通信時） 

使用無線チャンネル 

インフラストラクチャ通信モード： 

IEEE 802.1 la/n :吕6/40/44/48チャン，^レ （VV 己 2) 

己2/己6/目0/目4チャン， g レ (W53) 

100/104/1 08/112/116/120/1 24/1 28/1 32/1 36/140 
チャンネル （W 己目） 

IEEE 802.11 b/g/n :1〜13チヤンネ g レ 
ad hoc 通信モード： 

IEEE 802.1 lb / 旨；1〜11チヤンネ J レ 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯域 （2.4 GHz 〜2.483己 GHz) 

己 GHz 帯域（己.1己 GHz 〜 5.35 GHz、 己.47 GHz 〜己.72己 GHz) 


■ 团 uet 00 th™ 


Bluetooth バージヨン 

2.1 + EDR 

イ占ピち式 

FHSS 方式 

使用無線チャンネル 

1〜7目チヤンネル 

RF 周波数帯域 

2.402 GHz 〜2.480 GHz 


必要なとさに 
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■パー コー ドリーダー※ 1 。 


読み取り方式 

CM 日 S リーディング 

光源 

発光ダイオード 

分齡目 


1 D : 0. 127 mm 



2 D ; PDF 417 



0.17 mm 

角度 

スキュー角 

±60° (前後） 


ピッチち 

+已ぴ（左も） 

が光特性 

100,000 lx 


1 K 目=1，日24バイト/1 M 目=1，日48,己76パ'イト/1 G 目=1，日7吕，741，824バイト 
《2 パソコンの動作状況により、メインメモ U —の一部が自動的に割り当てられます。サイズを設定しておくことはできません。 
ビデオメモ U —のサイズは日 S によ0割り当てられます。 

※吕 1 M 目=1，00日，日日0バイト/1 G 目=1，00日，日日0,00日バイト。日 S または一部のアプ U ケーシヨンソフトでは、これよ 
りちルさな数値で G 目表示される場合があります。 

《4 グラフィックアクセラレーターのディヴ U ング機能を使用して約1677万色表示を実現しています。 

※己無線 LAN 内蔵モデルのみ。 

《6 目 luetooth 内蔵モデルのみ。 

くへルスケアモデルのみ> 

コンティこユア実装ガイドライン Ver .1.5 に対応。（ただし接続可能な機器は、血圧計、体重計、歩数計のみ） 

卿 ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ。 

《8 LAN 内蔵モデルのみ。コネクターの形状によっては使巧でをないものがあります。 

※目指紋センサー内蔵モデルのみ。 

日バーコード U - ダー内蔵モデルのみ。 

《11力 ラ内蔵モデルのみ。 

《12白 PS 内蔵モデルのみ。 

吕 RFID U —ダー内蔵モデルのみ。 

《14 くセキユ U ティチップ内蔵モデルのみ> 

TPM について、詳しくは^『内蔵セキュ U テイチップ ( TPM ) ご利用の手引き』をご覧ください。 


@ (スタート）をク U ックし、[プ□グラムとファイルの検索]に rc :¥ util ¥ drivers ¥ t |3 m ¥ index . hta 」 と入力して、夺| 
を押す。 


[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、 rc :¥ util ¥ drivers ¥ tpm ¥ index . htaj と入力し、 [0 K ] をク U ッ 
クする。 

《1已 USB 対応のすべての周辺機器の動作を保証するちのではありません。 

《1日 2 nd USB 2.0 ポート内蔵モデルのみ。 

《17スマート カー ドス□ット内蔵モデルのみ。 

《18本製品は AC 100 V 対応の電源コードを使用ずるため、 AC ] 00 V のコンセントに接続して使用してください。（吟3ぺージ） 

20-J-1 

《19」曰 TA バッテ U - 動作時間測定法 （ Ver .1.0) による駆動時間（セットアップにてカメラを無効にした場合）。バッテ U - 
駆動時間は、動作環境/システム設定により変動します。 

《20バッテ U —充電時間は動作環境-システム設定によりを動します。 

《21パソコンの電源び切れていて、バッテ U —び満充電や充電していないとをはパソコン本体で約0.己 W の電力を消費します。 
AC アダプターをパソコン本体に接続していなくても、電源コンセントに接続したままにしていると、 AC アダプター単体 
で最大 0.5 W の電力を消費します。 

《22平均値。各製品で質量び異なる場合びあ0ます。 

《23高温環境•化温環境で使用する場合、直接触れないで<ださい。（♦ちページ） 

高温環境' 化温環境で使用する場合、周辺機器の一部は正常に動作しない場合びあ0ます。周辺機器の使用環境条件を確認 
してください。 

高温環境で継続的に使用すると製品寿命び短<な0ます。このよラな環境での使用は避けて<ださい。 

ほ温環境で使用する場合、起動に時間びかかったり、バッテ U —駆動時間び短くなったりすることびあります。また、バッ 
テ U - 駆動の場合、起動時に八ードディスクの予熱に電力を消費するため、バッテ U - 残量び少ないとパソコンび起動しな 
い場合びあります。 


必要なとさに 
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仕様 I 日本国内専用 


《24お買い上げ時にインス!-ールされている日 S または本機に付属のプ□ダクト U カバ U — DVD - R 日 M を使ってインストール 
した日 S のみヴポートします。プ□ダクト U カバ U - DVD - R 日 M に収録されているソフトウェアの一部は、機種によって 
は導入されない場合びあります。 

《2已 Windows XP ダウングレード済みモデルは 、 Windows 7 Professional モデルをご購入されたお客さまの権利である OS 
のダウングレード権の行使を、当社びお客さまに代わって Windows XP Professional をインストールしてご提供するモ 
デルです。 

《2己使用するにはインストールび必要です。 

《27プ□ダクト U カバ U - DVD - ROM び必要です。 

《28無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すちのではありません。 

《29 IEEE 802.1 In 準拠の表記は、他の IEEE 802.11 n 対応製品との接続性を保証するものではありません。 

《30有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプ U ケーシヨンソフト、 0 S などの使用条件によって異な 
ります。 

※己！ IEEE 802 .1 la 準拠の無線 LAN は、無線通信に已 GHz 帯を使用しています。 IEEE 802 . 11 a の已 .2 GHz / 已 .3 GHz 帯 

( W 已2、 W 已 3) を使って屋外で通信を行ラことは、電波まで禁止されています。無線 LAN の電源びオンの状態で本機を屋 
外で使用する場合は、あらかじめ IEEE 802.1 la を無効に設定しておいてください。 

己.47 GHz - 5.725 GHz の周波数帯域 （ W 已 6) の屋外での使用については電波法で禁止されていません。 


必要なとさに 
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この装置は、クラス B 情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使巧ずることを目的としていまずび、この装置 
びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こずことびありまず。 

取扱説明書に従って正しい取0扱いをして<ださい。 

VCCI-B 

吕 -J - 己 


本装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたノ（ーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格を満足し 
ておりまず。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧な下に巧しては、不都合び生じる場合びありまず。（社団法 
人電モ情報技術産業協会のノ（ーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格に基づく表示） 

3-J-1-1 


重要なお知らせ 

• お客さまの使用誤り、その他異常な条件下での使用により生じた損害、および本機の使用または使用不能から生 
ずる付随的な損害について、当社は一切責任を負いません。 

♦本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機器、その他人命にかかわる機器/装置/システムでの使用を 
意図しておりません。本機をこれらの機器/装置/システムなどに使用され生じた損害について、当社は一切責 
任を負いません。 

• 本機は、医療診断目的で画像を表示ずることを意図しておりません。 

♦お客さままたは第=ちび本機の操作を誤ったとき、静電気などのノイズの影響を受けたとき、または故障/修理 
のとさなどに、本機に記憶または保をされたデータなどび変化/消失ずるおそれびありまず。大切なデータおよ 
びソフトウエアを思わめトラブルから守るために、今]已〜] 6ページの内容にミち意してください。 


ヨー □ ッパ連合 LU 外の国の廃棄処分に関ずる情報 
この記号はヨー □ ッパ連合内でのみ有効でず。 

本製品を廃棄したい場合は、日本国内の法律等にがって廃棄処理をしてください。 

53-J-1 


く無線 LAN / Bluetooth 内蔵モデルのみ> 

日本国内で無線 LAN / Bluetooth をお使いになる場合のお願い 

この機器の使用周波数帯では、電モレンジ等の産業-科学-医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されてい 
る移動体識別用の構内無線局（免許を要ずる無線局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）び運巧さ 
れています。 

①この機器を使用ずる前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局び運用されていないこ 
とを確認してください。 

③万一、この機器から移動体識別巧の構内無線局に巧して電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに使用 
周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラえ、ご相談窓口にご連絡いたださ、ミ屋信回避のための 
処置等（例えばパーティションの設置など）についてご相談ください。 

③その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無線局に巧して電波干渉の事例び発生した場合など何かお 
困りのことび起きたときには、ご相談窓口にお問い合わせください。 

<無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

。掠この機器び、 2.4 GHz 周波数帯に400から2483.已 MHz ) を使用ずる直接お散 （ DS ) 方式/直交 
周波数分割多重変調 （ OF ) の無線装置で、干渉距離び約40 m であることを意味しまず。 25- J -2-1 

く Bluetooth 内蔵モデルのみ> 

rrwi この機器び、 2.4 GHz 周波数帯（2400から2483.已 MHz ) を使用ずる周波数ホッピング （ FH ) 方 
式の無線装置で、干渉距離び約80 m であることを意味しまず。 25- J -3-1 


5 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
已 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外で使用できません。 

お客さまび 2.4 GHz 帯] ] n モードで無線 LAN をお使いの際に、無線 LAN のデバイス.プ□パティにて 
802.1 ] n チャンネル幅を「自動」 (40 MHz 帯域幅を可能）へ設定を変更される場合には、周囲の電波状況を確認 
して他の無線局に電波干渉を与えないことを事前に確認してください。また万一、他の無線局において電波干渉び 
発生した場合には、本設定を20 MHz へ戻してください。 43- J -2 
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保証とアフターサービス（よくお読みください) 


使い方-お手入れ-修理などは… 

■まず、お買い上げの販売店へご相談ください 


r お買い上げの際に記入されると便利です 


販売店名 



電話 （ 

) 

— 

お買い上げ曰 


年月日 


■ごを々 本 マ: の伊用に つ I 、て 

本製品は日本国内仕様であり、ミ毎外の規格などには準拠しておりません。ミ毎外での使用について、当社では一切責 
任を負いかねまず。 

また、当社では本製品に関するミ毎外でのアフターサービスおよび消耗品、別売り品の供給は行っておりません。 


I'his product cannot be used in foreign country as designed for Japan only. 


修埋を依巧されるとをは… 


本書の「困ったときの Q&A」 およびを]『操作マニュアル』の「困ったときは（詳細編）」に従ってご確認のを、直ら 
ないときは、まず電源プラグを抜いて、サポートデスクへご連絡ください。 


修理を依頼されるとさは、お買い上げ曰と次の内容をご連絡<ださい。 

参製品名 パーソナルコンピューター 

♦品番 CF- 

♦故障の内容（でさるだけ具体的に） 


引き取り修理サービスとは 


修理時に、当社指定の宅配業者び専用ホ困包箱を持ってパソコン修理品の引さ取りにお伺いし、修理び完了した後、直 
ちに宅配業者びお届けずる、早くて便利な修理サービスでず。 

お客さま 



サポートデスク 


宅配便 



パソコン 修理 
センター 


引さ取り-お届け 


— ® 



♦保証期間中は、保証書の規定に従って修理をさせていただをまずので、恐れ入りまずが、製品と保証書 
をご準備いただき、 ヴポートデスク にご相談ください。また、引き取り修理の送料は当社び負担させて 
いたださます。 

また、出張修理（オンサイト）ヴービスちご帯望により有償で対応可能です。 

保証期間：お買い上げ曰から本体]年間[ただし、バッテ1」ーパックなどの消耗品は保証期間内でち「有償」とさ 
せていたださまず。] 

参保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきまず。また、引き取 
り修理の送料はお客さまのご負担となります。 

※修理料金は次の内容で構成されていまず。 

技術料 I 診断-修理-調整-点検などの費用 


巧部品および補助材料代 


送料」修理品を引さ取り、またはお届けずる費用 


でが長巧]技術者を派遣する費用 


※補修用性能部品の保有期間田を 


当社は、このパーソナルコンピューターの補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）を、製造打ち切り 
後日年保有しています。 


必要なとさに 
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■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓□にご相談ください 

ご使用の回線 （IP 電話やひかり電話など）によっては回線の混雑時に数分で切れる場合びあります。 


♦使い方-お手入れなどのご相談は… 


♦修理に関ずるご相談は- 


パナソニックパソコンお客様ご相談センター 


365日 

受付9時〜20時 


電話 


フリー 
ダイヤル 


霞0120 -873029 


ク 


※携帯電話- PHS か!5もご利用になれます。 
※発信者番号通知のご協力をお願いいたしまず。 
非通知に設定されている場合は 
「186-0120-873029」におかけ<だ さし、 
(はじめに「18日」をダイヤル）。 

-上記電話番号がご利用いただけない場を（発信ち 
番号を非通知でお電話いただく場合を含む）は 

(06)6905-5067 

FAX (06)6905-5079 

3目己曰/受付曰時〜2日時 

(パソコン製品の使いちや技術的なご質問も承っております。） 
※上記の内容は、予告なく変更する場合びあります。 

ご了承ください。 


サポートデスク 


S ダイヤル 函0120 -05-8729 

フリーダイヤルがご利用でさない場合は 

011 - 330-1911 

FAX 識 ill 因 0570 -00-8742 

ナビダイヤルがご利用でをない場合は 

011 - 330-1912 

受付時間9時〜21時 

年末年始り 2/30-1 /4)を除く 


(201 1年日月]曰現在） 


に相談窓口におけるお客さまの個人情報のお取り扱いについて】 

パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客さまの個人情報をご相談対応や修理対応などに利用させてい 
ただを、ご相談内容は録音させていたださます。また、折り返し電話をさせていただくとさのために発信番号を通知 
いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託する場合や正当な理由びある場合を除さ、 
第=ちに開お•提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いたださました窓□にご連絡ください。 


パソコンを廃棄または譲渡すると去には、パソコン内に記録されているお客さまの重要なデータが流出するという 
トラブルを回避するために、必ずデータ消去を行ってください。データ消去の手順については、『操作 マニ ユア 
ル』の「八ードディスクの内容をすべて消去する」をご覧ください。 

本機を廃棄-譲渡ずる際のデータの消去に関しては、下記の情報窓□をご利用ください。 

•) ':ナソニックの Web ページ 

http :// panasonic . biz / pc / recycle / product _ recycle / data _ delete _ office.htnnl 

参パナソニックパソコンお客様ご相談センター(フリーダイヤル麗 0120-873029) 

参 U - ス、レンタル会社への返却については、 U - ス、レンタル会社の問い合わせ窓 □ 

事業系パソコンのリヴイクルについて 

事業系使用済みパソコンの回収- U サイクルについては、下記 Web ページをご覧ください。 
^ httpy / panasonic . biz / pc / recycle/produc し recycle / office.html 


消巧品-ち寿命部品について 


本機の部品は、使用しているラちに少しずつ劣化•摩耗しまず。また、一部の部品の劣化•摩耗び原因で、製品とし 
ての性能び十分に発揮されない場合びありまず。本機を長く、安全に使用していただ<ためには、劣化•摩耗した部 
品を交換ずることび必要でず。当社では、劣化•摩耗の進み方の違いによって、部品を消耗品と有寿命部品に分類し 
て扱っていまず。 


種類 

部品 

偏考 

消耗 □□ 

ルッテ1」ーパック 
保護フィルム 
デジタイヴーペン 
ペン用ケーブル 

-お客さまご自身で購入し、交換していただく部品でず。 

-保証期間内でを有償でず。 

有寿命部品 

八ードディスクドライブ 
LCD (液晶ディスプレイ） 
AC アダプター 

U チウム電池 
八ンドストラップ 

-修理による再生びでさない場合（部品の寿命）に交換ずる部品でず。 

-保証期間内の修理は無償でずび、部品の寿命による交換は、有償に 
なる場合びありまず。 

《有寿命部品の交換の目安は、事務室で8時間/]曰、2已〇曰/1年 
の使用で約5年でず。ただし、昼夜連続して使用ずるなど、使用状 
態によっては保証期間内でち部品の寿命による交換び必要になる場 
合びありまず（有償になる場合びありまず）。 


必要なとさに 
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ENERGY STAR 


当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業者として、本製品び国際エネルギースタープ□グラム 
の対象製品に関ずる基準を満たしていると判断しまず。 


国際エネルギースタープ□グラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国際的なプ□グラムでず。このプ□グラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるため 
の機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自を判断により参加ずること 
びでさる任意制度となっていまず。対象となる製品はコンピューター、ディスプレイ、プリンター、 

ファクシミ U および複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各 
国の間で統一されていまず。 

己 2-J-1 




♦ 使い方 - お手入れなどのご相談は … 参修理に関するご相談は … 


パナソニックパソコンヴポート総合サイト 


http://askpc.panasonic.co.Jp/index.html 


ノ（ナソニックバソコンお客様ご相談センター 受付 言農苗 0時 

電 5まダ^ャル 匯0120-873029 

；?^携帯電話 • PHS か5もご利用になれまず。 
発信者番号通知のご協力をお願いいたしまず。 
非通知に設定されている場合は 
「18白-0120-873029」におかけ<ださし、 
(はじめに「1吕日」をダイヤル）。 

-上記電話番号がご利用いただけない場合（発信ち 
番号を非通知でお電話いただぐ場合を含む）は 

(06)6905-5067 

FAX (06)6905-5079 

3目已曰/受付9時〜2日時 

(パソコン製品の使いちや技術的なご質問も承っておりまず。） 
※上記の内容は、予告なく変更する場合びあります。 

ご了承くださし、。 


ヴポートデスク 

電話器ャル 函0120 -05-8729 

フ U - ダイヤルがご利用でをない場合は 

011 - 330-1911 

FAX 4 當 i 譜团 0570 -00-8742 

ナビダイヤルがご利巧でをない場合は 

011 - 330-1912 

受付時間9時〜21時 

年末年始 (1 2/30〜1/4)を除く 

有料で宅配便による引さ取り-配送サービスち 
承っております。 


ご使用の回線 （IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の憑雑時に数分で切れる場合びありまず 
本書の「保証とアフターサービス」をご覧< ださい。 


愛情点検 

長年ご使用のパソコンの点検を！ 

の 

こんな症状は 
あ0ませんか 

-異常な音やにおいびずる 
-水や異物が入った 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、電源を 
切って電源プラグを巧さ、その 
後バッテリーパックを取り外し 
て、必ずご柏談窓□に点検を 
ご依頼ください。 


パナソニック株式会社 IT プ□ダクツビジネスユニット 
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